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1　 は じめ に

　 マ イ ク ロ ス ケール 実験 は，従来 の 実験 と比 ベ

ス ケ
ール を 小 さ く し環 境 問題 に 配慮 し た 実験

方 法 で あ る
1 ＞。こ れ ま で に も金 属 イ オ ン 反応 と

未 知試 料分析 の マ イ ク ロ ス ケール 実験 は 行 な

われて い る
2 ）・3 ）。われわ れ は ，金属イオ ン 反

応 で は 96 セ ル プ レー トを用い 約 50種類 の 反応

を取 り扱 っ た が ，情報 量が 多 く生 徒 の 学習に 消

化不良が 生 じた 。ま た未知試 料分析で は ろ過 操

作の 際 に溶液 が 少 な い た め ，ろ液が 十分 に得 ら

れ な い こ とが あ っ た 。 こ れ ら の 問題 を踏ま え

て ，金 属イ オ ン 反応 と未知 試料分析 の マ イ ク ロ

ス ケ ール 実験の 改良を行 っ た 、理 科教員を志望

す る学生 を対象 に授業実践 を行 っ た 。

2　 実験方法

　 次 の 点 で マ イ ク ロ ス ケ
ー

ル 実験 に よ る教材

の 改 良を行 っ た 。 金属イ オ ン 反応 の 実験で は，

図 1 に示 す よ うに 48 セ ル プ レ
・一

トを用 い て，

36 種類 の 反応 が 系統 的に 整理 で き る よ う厳選

した 。 48 セ ル プ レ
ー

トに ，金属 イ オ ン を含む

溶液 を点眼 ビ ン で 滴 下す る 。 そ こ に 特 定 の 陰イ

オ ン を含む 溶 液 を滴 下 し，そ の 変化 を観 察す

る 。 Agl
，
Pb2

’

，　Fe3
＋

，　Ca2
＋

の イ オ ン を含む 未知 試

料分析 の 実 験で は ， ろ過 は 注射器 に セ ラ イ トを

詰 め た セ ラ イ トろ過 の 方 法 を用 い た （図 2 ） 。

ろ紙 を用 い た従 来 の 方 法 と比 べ て ， 短 時間で 確

実 に沈殿 とろ液 が 分離で き る．未知 試 料 の 分 離

と確認 の 方法を事前 に考 え，実験方法 をデザイ

ン して 探究的に 行 う。

図 1　 48 セ ル プ レ ートを用 い た 沈殿反応 の 様子

　 図 2 　 注 射器を用い た セ ライ トろ過 の 様 子

3 　 結 　果

　授 業実践 の 結果 ，金 属 イ オ ン 反応 の 種類 を厳

選 す る こ と で ，反 応 の 理 解に 時間が か け られ る

よ うにな り ， 系統 的 に整理 で き る よ うに な っ

た 。 ま た未 知試 料 分析 の 実験で は セ ライ トろ過

に よ り，少 量 の 溶 液で も短時間で 確 実 に ろ液の

回収が 可能 な こ とが わ か っ た。

4　 ま とめ

　 本研 究で は，金 属イ オ ン 反応 と未知試 料分析

の 実験 の 改 良を行 い ，確実 な実験操作 と時間短

縮を実 現 させ る こ とが で きた 。本教材 を用 い て

生徒
一

人 ひ と りが得た 知識 を系統的 に 整理 し，

未知試 料分 析 の 実 験 を よ り探究 的に 扱 う授 業

展 開が 期待 され る 。
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